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発 行 所

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

災
害
派
遣
等
を
実
施

消毒要領について教育する隊員

ＣＨ－４７による空中消火活動

第
３
師
団
（
師
団
長

梶
原
陸
将
）
、
第
10
師
団

（
師
団
長

鈴
木
陸
将
）
及
び
第
13
旅
団
（
旅
団
長

山
根
陸
将
補
）
は
、
県
知
事
の
要
請
に
よ
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
市
中
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
災

害
派
遣
と
し
て
、
感
染
防
護
等
に
関
す
る
教
育
支
援

及
び
輸
送
支
援
を
実
施
し
た
。

教
育
支
援
及
び
輸
送
支
援
を
実
施

感
染
拡
大
防
止

教
育
資
料
に
つ
い
て

災害
派遣

災害
派遣

山
林
火
災
（
兵
庫
県
・
朝
来
市
）

第
３
師
団
（
師
団
長

梶
原
陸
将
）
は
、
５
月

８
日
（
金
）
午
後
11

時
、
兵
庫
県
朝
来
市
で

発
生
し
た
山
林
火
災
に

対
す
る
、
兵
庫
県
知
事

か
ら
の
災
害
派
遣
要
請

を
受
け
た
。

第
３
師
団
は
、
中
部

方
面
航
空
隊
の
支
援
を

受
け
、
第
３
飛
行
隊
の

Ｕ
Ｈ―

１×

２
機
及
び

中
部
方
面
航
空
隊
の
Ｃ

Ｈ―

47×

１
機
に
よ

る

26

回

（

延

べ

80

ｔ
）
の
空
中
消
火
活
動

に
よ
り
鎮
火
に
寄
与
し
、

５
月
11
日
（
日
）
午

後
２
時
40
分
兵
庫
県

知
事
か
ら
の
撤
収
要
請

を
受
け
て
、
同
活
動
を

終
了
し
た
。

中部方面隊公式
ホームページ上の
「新着情報」欄か
ら「新型コロナウ
イルス感染防止教
育資料を更新しま
した」をクリック
して下さい。

中
部
方
面
隊
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
の

教
育
資
料
を
掲
載

し
ま
し
た
。
ご
活

用
い
た
だ
き
、
感

染
拡
大
防
止
の
一

助
と
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

中部方面隊
公式ＨＰ
ＱＲコード



（２）２０２０年６月４日発刊号 中部方面隊広報紙

本
来
任
務
遂
行
の
た
め
の
訓
練
等
の
継
続

中
部
方
面
隊
（
総
監

野
澤
陸
将
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
市
中
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
の
災
害
派
遣
の
ほ
か
、
三
密
の
回
避
に
留
意
し
つ
つ
、

我
が
国
を
防
衛
す
る
た
め
の
任
務
に
即
応
で
き
る
よ
う
、
訓
練
・
業
務
を
継

続
し
て
い
る
。

新
隊
員
教
育

春
に
入
隊
し
た
約
２
，
１
０
０
名
の
候
補
生
は
一

人
前
の
自
衛
官
と
な
る
べ
く
、
基
本
教
練
、
体
力
練

成
か
ら
戦
闘
戦
技
等
、
数
々
の
訓
練
を
こ
な
し
て
い

る
。
彼
ら
が
見
据
え
る
も
の
は
た
だ
一
つ
、
一
人
前

の
自
衛
官
と
な
り
、
国
民
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
、

そ
の
一
点
で
あ
る
。

候
補
生

自
衛
官
を
目
指
し
、
着
々
と
訓
練

８９式小銃の射撃

催涙ガスの体験

―

三
密
回
避
に
留
意

―

マスクを着けて
訓練に参加する隊員

マスクを着けて
ロープの結束を演練する隊員

間隔を保って朝礼を実施食堂では間隔を保ちつつ一度に
食事する人員数を制限

射場への前進



（３）２０２０年６月４日発刊号 中部方面隊広報紙

イ

ベ

ン

ト

等

中

止

状

況

実施日 行事名 問い合わせ先 開催状況

６月５日（金）
中部方面音楽隊
定期演奏会

中部方面総監部広報室
072-782-0001

中 止

６月６日（土）
和歌山駐屯地
創立記念行事

和歌山駐屯地司令業務室
0738-22-2501

中 止

６月６日（土）
第10音楽隊

第44回定期演奏会
第10師団広報室
052-791-2191

延 期
（９月または

10月頃）

６月７日（日）
高知駐屯地創立52周年
及び第50普通科連隊創
隊12周年記念行事

第50普通科連隊広報室
0887-55-3171

中 止

６月13日（土）
陸上自衛隊第13音楽隊
コンサートｉｎくらら

広島地方協力本部広報室
082-221-2958

中 止

６月14日（日）
第１４旅団創隊１４周
年及び善通寺駐屯地開
設７０周年記念行事

第14旅団司令部第１部
0877-62-2311

中 止

６月16日（火）
安佐南防災フェス！

2020
広島地方協力本部広報室

082-221-2958
延 期
（９月）

６月下旬 地域住民との交流行事
伊丹駐屯地司令業務室
072-782-0001

中 止

ま
ず
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
影
響
下
で
、
訓
練
も
活

動
も
制
限
さ
れ
て
い
る
中
、
常
に
日
本
国
民
の
た
め
災

害
派
遣
要
請
に
応
え
、
日
々
活
動
さ
れ
て
お
り
ま
す
自

衛
隊
員
の
皆
様
へ
、
日
本
国
民
の
一
人
と
し
て
、
心
か

ら
感
謝
と
尊
敬
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
新
聞
社
で
子
ど
も
向
け
の
教
育
紙
を
12
年
間
、

担
当
し
て
お
り
ま
す
。
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
は
、
平

成
29
年
新
聞
社
の
身
分
で
、
大
学
院
に
て
教
育
学
研
究

を
し
て
い
た
時
に
ご
推
薦
を
頂
き
、
謹
ん
で
お
受
け
し

ま
し
た
。
そ
ん
な
私
に
、
ど
の
陸
上
自
衛
官
の
方
々
も

「
自
衛
隊
を
美
化
も
卑
下
も
し
な
く
て
良
い
。
あ
り
の

ま
ま
伝
え
て
ほ
し
い
」
と
常
に
熱
く
申
し
て
く
れ
ま
す
。

こ
れ
は
陸
上
自
衛
隊
の
教
育
が
、
中
庸
を
取
れ
て
い
る

賜
物
か
と
思
い
ま
す
。

自
衛
隊
同
様
、
学
校
教
育
も
中
庸
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

私
は
、
も
っ
と
積
極
的
に
学
校
な
ど
と
交
流
し
、
中
庸

の
取
れ
た
陸
上
自
衛
隊
の
活
動
に
対
す
る
、
よ
り
深
い

理
解
と
、
使
命
感
を
子
ど
も
た
ち
へ
伝
え
る
機
会
を
増

や
す
時
だ
と
思
い
ま
す
。
自
衛
隊
は
国
防
が
第
一
で
あ

る
故
、
一
般
の
企
業
や
学
校
に
比
べ
、
心
身
と
も
に
強

い
覚
悟
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
衛
隊
員

の
使
命
感
を
持
っ
て
粛
々
と
災
害
派
遣
活
動
を
行
う
姿

に
共
感
し
、
憧
れ
を
持
っ
て
「
将
来
、
私
も
自
衛
隊
員

に
な
り
た
い
」
と
い
う
子
ど
も
を
た
く
さ
ん
見
て
き
ま

し
た
。
使
命
感
や
憧
れ
は
覚
悟
を
乗
り
越
え
る
一
助
だ

と
考
え
ま
す
。

「子
ど
も
た
ち
と
積
極
的
な
交
流
機
会
を
」

新型コロナウイルスの影響により６月も引き続き中止

中
部
方
面
隊
（
総
監

野
澤
陸
将
）
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大
に
伴
い
、
４
月
、
５
月

に
引
き
続
き
、
来
賓
や
部
外
者
が
参
加
す
る
行
事

の
中
止
を
決
定
し
た
。

今
後
の
行
事
等
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
問
い
合
わ
せ
先
へ
確
認
く
だ
さ
い
。

陸
上
自
衛
隊
中
部
方
面
隊

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー高

橋

宏
輔



ふ ぁ み さ ぽ 通 信 （連載：第４２回）

出
雲
駐
屯
地
業
務
隊

第
10
通
信
大
隊
第
一
中
隊
長
を
拝
命
し
、
一

年
半
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

中
隊
長
に
着
任
し
た
当
初
は
、
中
隊
長
は
何

を
す
べ
き
か
？
ど
う
す
れ
ば
士
気
の
高
い
部
隊

が
で
き
る
の
か
？
と
自
問
自
答
を
繰
り
返
し
な

が
ら
訓
練
等
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
導
き
出
し
た
答
え
の
一
つ
と
し
て
、
中
隊
が

積
み
重
ね
て
き
た
伝
統
と
歴
史
を
遺
憾
な
く
発

揮
さ
せ
、
新
た
な
伝
統
を
築
き
あ
げ
る
事
、
ま

た
原
動
力
と
な
る
隊
員
の
継
続
的
な
確
保
が
大

事
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
中
隊
長

は
、
２
～
３
年
の
サ
イ
ク
ル
で
交
代
し
ま
す
。

中
隊
の
伝
統
の
継
承
者
と
な
る
の
は
、
部
隊
に

所
属
す
る
陸
曹
や
陸
士
の
隊
員
で
す
。
そ
の
隊

員
が
、
「
隊
員
主
導
」
で
行
動
で
き
る
よ
う
な

環
境
を
構
築
す
る
こ
と
が
、
中
隊
が
士
気
高
く
、

強
固
な
団
結
を
持
っ
て
行
動
す
る
た
め
の
原
動

力
で
は
な
い
の
か
と
思
い
ま
し
た
。
私
が
中
隊

長
に
着
任
し
た
際
、
す
で
に
定
年
退
官
さ
れ
た

尊
敬
す
る
先
輩
か
ら
「
何
事
も
隊
員
主
導
で
や

る
こ
と
。
」
と
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
言

葉
の
意
味
が
少
し
分
か
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。

ま
た
、
中
隊
の
原
動
力
と
な
る
隊
員
確
保
に

お
い
て
、
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
リ
ク
ル
ー
タ
や
地
方

協
力
本
部
へ
の
積
極
的
な
業
務
支
援
及
び
隊
員

に
よ
る
自
主
募
集
意
識
向
上
の
た
め
の
教
育
・

指
導
等
に
よ
り
昨
年
度
合
計
17
人
の
部
隊
の
原

動
力
確
保
を
実
現
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
「
隊
員
主
導
」
と
な
る
環
境
の
醸

成
及
び
私
の
下
番
後
も
伝
統
の
継
承
者
と
し
て

隊
員
が
活
躍
で
き
る
基
盤
作
り
を
今
後
の
目
標

と
す
る
と
と
も
に
、
継
続
的
な
隊
員
の
募
集
・

育
成
に
よ
る
原
動
力
確
保
を
隊
員
と
共
に
頑

張
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

第１０通信大隊
（守山駐屯地）

１等陸尉
西本 年男

久
居
駐
屯
地
で
は
「
日
本
一
の
食
堂
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
日
々
美
味
し
い
食
事

の
提
供
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

駐
屯
地
に
は
「
久
居
め
し
」
と
い
う
、

給
食
委
員
会
の
場
を
活
用
し
て
開
発
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
メ
ニ
ュ
ー
が
２
種
類
あ
り

ま
す
。
一
つ
目
が
33
鷹
の
油
麺
と
い
う

ラ
ー
メ
ン
、
二
つ
目
が
今
回
ご
紹
介
す
る

「
久
居
【
勝
利
】
の
勝
つ
カ
レ
ー
」
で
す
。

と
ん
か
つ
の
「
か
つ
」
と
勝
利
の
「
勝

つ
」
で
語
呂
合
わ
せ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
と

な
っ
て
お
り
、
各
種
の
訓
練
や
競
技
会
で

の
「
勝
利
」
を
願
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

隠
し
味
に
鶏
が
ら
ス
ー
プ
や
に
ん
に
く
、

三
重
県
の
ご
当
地
グ
ル
メ
で
あ
る
四
日
市

と
ん
て
き
の
た
れ
を
使
用
す
る
こ
と
で
三

重
県
な
ら
で
は
の
工
夫
を
加
え
て
い
ま
す
。

ご
飯
は
麦
ご
飯
、
ま
た
は
ガ
ー
リ
ッ
ク

ラ
イ
ス
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
、
疲
労

回
復
効
果
の
あ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
を
豊
富

に
含
ん
だ
豚
肉
、
そ
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
の

吸
収
を
高
め
る
ア
リ
シ
ン
が
た
っ
ぷ
り
含

ま
れ
る
に
ん
に
く
を
使
用
し
て
お
り
、
活

動
量
の
多
い
自
衛
官
に
ぴ
っ
た
り
の
カ

レ
ー
で
す
。
当
駐
屯
地
に
お
立
ち
寄
り
の

際
は
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

緊急登庁支援訓練（２月）

（４）

「久居駐屯地」

私
は
、
平
成
28
年
４
月
に
自
衛
官
候

補
生
と
し
て
入
隊
し
ま
し
た
。
現
在
は

徳
島
駐
屯
地
の
第
14
施
設
隊
に
所
属
し
、

隊
本
部
補
給
班
で
勤
務
を
し
て
い
ま
す
。

徳
島
駐
屯
地
は
他
の
駐
屯
地
と
比
べ

る
と
そ
れ
ほ
ど
広
い
駐
屯
地
で
は
な
く
、

所
属
す
る
他
の
隊
員
と
も
す
ぐ
に
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
５
年
間
勤
務
し
ま
し
た
が
、
人
見

知
り
だ
っ
た
私
も
こ
の
環
境
の
お
陰
で

た
く
さ
ん
の
人
と
話
せ
る
よ
う
に
な
り
、

他
の
隊
員
と
家
族
の
よ
う
な
存
在
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
、
私
は
陸
曹
候
補
生
試
験
の
真
っ

只
中
で
す
。
も
う
４
回
目
の
受
験
で
す

が
、
時
に
不
安
を
感
じ
め
げ
そ
う
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
部

隊
の
皆
さ
ん
は
私
を
励
ま
し
て
下
さ
り
、

支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
私
を
応
援
し

て
く
れ
る
上
司
、
先
輩
、
同
期
の
為
に

も
、
陸
曹
に
な
っ
て
恩
返
し
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

２０２０年６月４日発刊号 中部方面隊広報紙

第１４施設隊
（徳島駐屯地）
士長 森東 汀

久
居
【
勝
利
】
の
勝
つ
カ
レ
ー

第
14
施
設
隊

で
多
く
の
方
々

に
支
え
ら
れ
、

本
当
に
私
は
幸

せ
者
だ
と
思
い

ま
す
。
精
一
杯
、

頑
張
り
ま
す
。

趣味の読書

出
雲
駐
屯
地
業
務
隊
は
、
島
根
県
全
域

を
担
当
地
域
と
し
て
、
関
係
部
外
団
体

（
島
根
県
家
族
会
・
島
根
県
隊
友
会
）
と

連
携
し
た
家
族
支
援
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
家
族
会
と
の
会

同
に
は
、
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
・

業
務
隊
厚
生
班
の
家
族
支
援
担
当
者
が
参

加
し
て
、
施
策
に
つ
い
て
直
接
家
族
会
会

員
へ
説
明
し
て
、
認
識
の
共
有
と
情
報
交

換
等
を
通
じ
て
綿
密
に
連
携
を
図
っ
て
い

ま
す
。

一
方
、
駐
屯
地
所
在
隊
員
に
は
、
関
係

部
外
団
体
の
協
力
に
よ
る
隊
員
家
族
の
安

否
確
認
施
策
に
つ
い
て
周
知
徹
底
で
き
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
マ
ッ
チ

ン
グ
や
事
前
の
顔
合
わ
せ
も
ス
ム
ー
ズ
に

進
ま
な
い
た
め
、
令
和
２
年
２
月
の
南
海

レ
ス
キ
ュ
ー
訓
練
に
併
せ
て
業
務
隊
長
か

ら
駐
屯
地
所
在
各
部
隊
長
等
に
対
し
、
家

族
支
援
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
り
施
策
を
説

明
し
、
各
隊
員
へ
の
理
解
の
促
進
を
図
り

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
訓
練
に
併
せ
て
緊
急
登
庁
支

援
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

子
弟
名
簿
を
細
部
最
新
の
情
報
に
整
備
し
、

子
弟
を
預
け
る
隊
員
と
開
設
施
設
の
安
全

性
を
確
認
で
き
、
入
浴
時
の
段
差
を
な
く

す
た
め
の
足
台
を
作
成
す
る
等
、
隊
員
が

任
務
に
邁
進
で
き
る
実
効
性
あ
る
態
勢
を

構
築
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
駐
屯
地

所
在
部
隊
・
隊
員
へ

本
施
策
の
普
及
を
図

る
と
と
も
に
、
更
な

る
家
族
支
援
施
策
推

進
の
た
め
、
関
係
部

外
団
体
と
の
連
携
強

化
に
努
め
て
い
く
所

存
で
す
。


